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A区分

実 施 期 間 平成 28 年４月２日〜平成 28 年 10 月 11 日
参 加 人 数 約 400 名
事 業 費 総 額 約 101 万円

事業の概要
１. 避難所体験・自主防災訓練（消火・応急救護・炊き出し訓練）
２. 防災展示と消防署による「東京防災」講演会
３. 地域の現状に則した防災マップの作成、配布
４. 被災地応援三味線講演会の開催
５. 子供もミニ防災衣を着用して記念撮影・ミニ消防車運転

主な経費
謝 礼 金 スポーツ選手・文化人

打ち合わせ経費 打ち合わせお茶代

物 品 購 入 費 着ぐるみ（多幸八）・クレヨン（16 色）

印 刷 経 費 チラシ・ポスター・町会パンフレット

委 託 料 イベント会場設営・告知紙媒体制作費

参加団体
東久留米市立第二小学校、東京消防庁東久留米消防署、田無警察署、東久留米市防災防犯課、東久留米
市消防第ニ分団、東久留米市社会福祉協議会、東久留米市赤十字奉仕団、大門中学校地区青少年健全育
成協議会、防災まちづくりの会、CPR 友の会、公益社団法人東村山法人会久留米第一支部

事業の効果
●幅広い世代の参加

子供から高齢者まで幅広い年代の住民が多く参加した。
避難所体験・自主防災訓練の取り組みが幅広い世代に高く評価された。
●防災意識の向上

避難所経験・自主防災マップ事業を連携実施したことにより、住民の防災意識の向上を図ることがで
きた。
地域に則した見やすい防犯マップが完成し、災害時の危険箇所や避難ルートの諸課題を共通認識でき
た。

D区分
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実 施 期 間 平成 30 年 6 月 10 日～平成 30 年 8 月 5 日
参 加 人 数 約 600 名
事 業 費 総 額 約 115 万円

事業の概要
１．夏の風物詩である盆踊り等を通じて地域の繋がりを深め、ふるさと意識を高揚する事業
２．会場には中央に提灯を飾り付けたやぐらが組まれ、各種模擬店や昔の遊びコーナーが設

けられた
３．子供たちが太鼓や笛の音を響かせ獅子舞などの囃子を元気に披露したほか、多くの世代

がさまざまな曲に合わせてやぐらを囲み、盆踊りを楽しんだ

主な経費
謝 礼 金 子供囃子演奏謝礼、盆踊り出演謝礼
打 合 せ 経 費 打合せお茶代
物 品 購 入 費 放送設備（アンプ・スピーカー）、集会用テント、テーブル

参加団体

事業の効果
●伝統文化の継承

日本の伝統文化である盆踊りを通して地域交流を深めた
●オリンピック・パラリンピックの気運の高まり

東京五輪音頭や会長挨拶を通じ、オリンピック・パラリンピックへの気運が大いに高まった
●安全・安心な町づくり

地域の絆が深まり、地域コミュニティの活性化、防災・防犯、環境美化など安全・安心な
町づくりへの取組がより一層強化された

夏の風物詩である盆踊り等を通して地域の繋がりを深め、
ふるさと意識を高揚する事業

府　中　市美好町二丁目高齢者クラブ美寿々会
美好町二丁目高齢者クラブ美楽会●美好町二丁目自治会



八の部町町会連合会
福生市南田園二丁目町会
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美好町二丁目自治会
美好町二丁目高齢者クラブ美寿々会
美好町二丁目高齢者クラブ美楽会
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